
帯
広
市
環
境
保
全
推
進
会
議

で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

街
の
賑
わ
い
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
、
「
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
を
今
年

７
月
の
第
１
金
曜
日
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

帯
広
・
十
勝
で
は
車
の
所
有
率

が
高
く
、
一
家
に
２
台
、
３
台
と

複
数
台
の
自
家
用
車
を
使
用
す

る
家
庭
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

確
か
に
車
は
便
利
で
す
が
、

排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
破
壊
と
い

う
代
償
は
高
く
つ
き
ま
す
。
ぜ
ひ

「
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

●
参
加
方
法

事
業
所
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、

ご
近
所
、
家
族
、
個
人
単
位
で

参
加
で
き
ま
す
。
（
買
い
物
時
等

の
車
両
使
用
自
粛
も
該
当
し
ま

す
。
）
こ
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
実
施

後
、
下
記
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日

原
則
と
し
て
、
毎
月
第
１
金

曜
日
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業

毎
の
設
定
も
Ｏ
Ｋ
。

●
実
績
報
告
方
法

毎
月
、
実
施
後
、
１
週
間
以

内
に
、
下
記
事
務
局
に
、
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
に

て
ご
報
告
下
さ
い
。
ノ
ー
カ
ー
デ

ー
を
実
施
し
た
ら
、
下
記
報
告

書
に
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ

い
。

●
飲
食
店
等
を
経
営
さ
れ
て
い

る
方
へ

帯
広
市
環
境
保
全
推
進
会
議

で
は
、
飲
食
店
の
皆
様
に
よ
る
ノ

ー
カ
ー
デ
ー
企
画
の
実
施
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
の
活

性
化
の
た
め
に
も
、
当
会
議
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
下
記
例

の
よ
う
な
企
画
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

例１
．
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
に
合
わ
せ

た
、
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
。

２
．
新
聞
等
の
営
業
広
告
内

に
、
「
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
割

引
」
等
。

３
．
次
月
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
企

画
の
チ
ラ
シ
の
店
内
表

示
。

な
ど
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
会
議
で
は
、
多
く
の
方
が
ノ

ー
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
、
市
街

地
が
年
末
の
よ
う
な
賑
わ
い
を

見
せ
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
、
毎
月

深
夜
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
日
が
地
球
温
暖
化

問
題
に
つ
い
て
、
月
に
一
度
考
え

て
み
る
良
い
機
会
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。
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毎月第１金曜日は
「ノーカーデー」
車を置いて、

バスに乗ろう！

帯広市環境保全推進会議

バス利用をお願いします。



近
ご
ろ
で
は
若
者
に
限
ら

ず
、
物
を
数
え
る
と
き
に
、
な
ん

で
も
「
一
個
」
「
一
つ
」
で
済
ま
せ

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。し

か
し
、
実
は
昔
か
ら
物
の
種

類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
数
え
方
が
存
在
し
、
臼
は

「
一
据
え
」
、
バ
イ
オ
リ
ン
は
「
一

挺
（
て
い
）
」
、
タ
ラ
コ
は
「
一
腹
（
ひ

と
は
ら
）
」
、
蚊
帳
は
「
一
張
（
ひ

と
は
り
）
」
、
蔵
は
「
一
戸
前
（
い
っ

と
ま
え
）
」
な
ど
、
日
本
語
に
は

他
の
言
語
に
は
な
い
数
多
く
の
数

え
方
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な

数
え
方
を
す
る
の
か
の
由
来
を

調
べ
る
と
納
得
す
る
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
例
え
ば
タ
ン
ス
を
数

え
る
時
に
「
一
棹
（
ひ
と
さ
お
）
」

と
い
う
単
位
を
使
い
ま
す
。
昔
の

タ
ン
ス
の
両
側
に
は
丸
い
冠
が
付

い
て
い
て
、
タ
ン
ス
を
運
ぶ
と
き
に

は
そ
の
冠
に
竹
ざ
お
を
通
し
て

二
人
で
担
い
で
移
動
し
ま
し
た
。

そ
の
名
残
か
ら
「
竿
」
を
使
う
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
箸
」
は
二
本
で
「
一
膳
」
と
数

え
ま
す
が
、
同
じ
箸
で
も
「
菜

箸
」
や
「
火
箸
」
は
「
一
膳
」
と
は

数
え
ま
せ
ん
。

数
え

ご
紹
介
す
る
書
籍
は
、
「

日
常
的
に
数
え

方
の
辞
典
」
で
、

る
対
象
と
な
る
約
４
６
０
０
語
の

名
詞
を
選
ん
で
そ
の
数
え
方
を

示
す
と
と
も
に
、
約
６
０
０
語
の

助
数
詞
・
単
位
に
つ
い
て
、
意
味

と
用
法
を
解
説
す
る
も
の
で
、

日
本
語
の
“
数
え
方
文
化
”
を
通

し
て
、
日
本
語
表
現
の
豊
か
さ
、

奥
深
さ
、
味
わ
い
深
さ
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
に
編
集
さ

（
飯
田

朝
子

れ
た
も
の
で
す
。

（
著
）
、

町
田

健

小
学
館

２
，
３
１
０
円
）

寿
司
は
「
一
貫
、
二
貫
」
と
い

う
数
え
方
を
し
ま
す
が
、
こ
の
説

明
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。「

に
ぎ
り
寿
司
が
現
れ
た
の
は

１
８
０
年
ほ
ど
前
の
文
政
年
間
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
使
わ
れ

て
い
た
貨
幣
は
真
ん
中
に
穴
の
あ

い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
穴
の
部
分
に
紐
を
通
し
て
５

０
枚
を
た
ば
ね
て
い
た
。
つ
ま
り
、

５
０
枚
を
紐
で
「
一
貫
き
」
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
貫
の
貨
幣

の
大
き
さ
と
寿
司
一
つ
の
大
き

さ
が
同
じ
く
ら
い
だ
っ
た
た
め
、

寿
司
は
「
貫
」
の
単
位
で
数
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
う
の

で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
当
時
の

寿
司
一
貫
は
大
き
く
て
、
握
っ
た

あ
と
二
つ
に
切
っ
て
出
さ
れ
て
い

た
そ
う
な
。
普
通
、
寿
司
が
二
個

ず
つ
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
名
残
り

と
言
わ
れ
て
い
る
。
」

ど
う
で
す
か
？
勉
強
に
な
る

で
し
ょ
う
。

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で

他
に
も

知
ら
な
い
も
の
の
数
え
か
た
」
（
小

松

睦
子

（
著
）
，
こ
と
ば
探
偵

団

（
著
）
幻
冬
舎
コ
ミ
ッ
ク
ス

１
，
０
５
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

話
の
種

作
り
に
、

ぜ
ひ
一
度

ご
覧
下
さ

い
。

「
な
ん
だ
こ
り
ゃ
〜
っ
！
！
！
」

っ
て
言
わ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し

の
一
品
が
登
場
。
な
ん
と
も
表

現
し
が
た
い
ん
だ
け
ど
、
頑
張
っ

て
言
葉
に
し
て
み
る
と
「
帯
状
の

ピ
ア
ノ
」
？
？
？
。
く
る
く
る
巻

け
て
、
ど
こ
に
で
も
持
ち
運
び
が

で
き
て
、
な
の
に
普
通
の
電
子
ピ

ア
ノ
と
同
じ
機
能
搭
載
し
て
る
。

例
え
ば
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
オ
ル

ガ
ン
な
ど
全
部
で
１
０
０
音
色
が

使
え
る
し
、
４
９
キ
ー
の
音
階
を

カ
バ
ー
す
る
本
格
派
。
、
ス
ピ
ー

カ
ー
内
蔵
、
電
池
で
作
動
す
る

か
ら
い
つ
で
も
「
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
」
が
開
催
で
き
ま
す
。

楽
器
や
音
楽
ソ
フ
ト
販
売
大

手
の
山
野
楽
器
が
開
発
し
、
今

年
の
１
月
か
ら
通
信
販
売
で
発

売
。
新
型
４
９
鍵
タ
イ
プ
の
価
格

は
１
４
，
４
９
０
円
（
税
込
）
Ａ
Ｃ
ア

ダ
プ
タ
ー
は
別
売
り
２
，
１
０
０

円
。「

何
か
売
れ
る
物
を
と
頭
を
ひ

ね
り
、
習

っ
て
い
る

人
が
多
い

ピ
ア
ノ
に

目
を
つ
け

ま
し
た
。

で
も
通
信

販
売
に
は

大
き
す
ぎ

る
の
で
、
ヒ

ン
ト
に
な

っ
た
の
は
昔
遊
ん
だ
。
紙
の
鍵
盤

で
し
た
。
無
数
の
発
想
か
ら
今
あ

る
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
出
来

る
物
を
探
っ
た
。
常
に
面
白
い
物

を
探
す
気
持
ち
が
好
結
果
に
繋

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
」
と
開
発
者

は
話
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
も
品
切
れ
状
態
の
売
れ
行
き

で
、
月
産
千
台
の
目
標
が
、
半
年

で
５
倍
の
３
万
台
を
売
り
上
げ

た
そ
う
で
す
。

物
が
溢
れ
て
い
る
昨
今
、
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
逸
品
を

開
発
し
、
提
供
す
る
こ

と
が
こ
の
不
況
を
乗

り
切
る
一
手
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
物

が
あ
っ
た
ら
良
い
な
と

い
う
ア
イ
デ
ア
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
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皆
さ
ん
は
、
正
し
い
数
の
数
え
方
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

今
、
隠
れ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
と
し
て

売
れ
て
い
る
書
籍
を
紹
介
し
ま
す

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も
の
の

数
え
か
た
」

小
松

睦
子

(

著),

こ
と

ば
探
偵
団

(
著)

幻
冬
舎
コ
ミ
ッ
ク
ス

「
数
え
方
の
辞
典
」

飯
田

朝
子

(

著),

町
田

健

小
学
館

★
ヒ
ッ
ト
商
品
紹
介
★

鍵
盤
丸
め
て
持
ち
運
び

ハ
ン
ド
ロ
ー
ル
ピ
ア
ノ

（
北
海
道
新
聞
掲
載
よ
り
）
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プ
ロ
野
球
の
合
併
問
題
が
な

に
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
で
し
ょ
う

か
。そ

も
そ
も
ほ
と
ん
ど
の
球
団

が
赤
字
経
営
だ
っ
た
わ
け
で
、
何

か
し
ら
の
変
化
が
必
要
な
の
は

あ
る
意
味
当
然
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
む
し
ろ
い
ま
ま
で
な
ん
の
変

化
も
な
く
、
な
ん
の
対
策
も
な

さ
れ
て
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
に

思
え
ま
す
。
北
海
道
で
ほ
ぼ
毎

試
合
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る
球
団

の
試
合
は
、
テ
レ
ビ
を
観
て
わ
か

る
よ
う
に
ス
タ
ン
ド
は
ほ
ぼ
満

員
、
全
国
中
継
さ
れ
て
る
わ
け

で
す
か
ら
、
か
な
り
の
テ
レ
ビ
放

映
権
料
が
球
団
に
対
し
て
支
払

わ
れ
て
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
で
な

が
さ
れ
る
、
主
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ

ー
グ
の
試
合
を
観
る
か
ぎ
り
で

は
、
現
在
も
昔
も
か
な
り
の
空

席
が
目
立
ち
ま
す
。
観
客
動
員

に
よ
る
収
入
こ
そ
が
プ
ロ
野
球
球

団
の
主
な
収
入
源
で
し
ょ
う
か

ら
、
ど
う
考
え
て
も
経
営
が
成

り
立
つ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
集
客

の
少
な
さ
は
最
近
始
ま
っ
た
の
で

は
な
く
昔
か
ら
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
通
常
の
感
覚
で
考
え
る
と
、

球
団
合
併
や
１
リ
ー
グ
制
の
良

し
悪
し
は
べ
つ
に
し
て
も
、
な
ん
ら

か
の
改
革
が
早
く
か
ら
必
要
だ
っ

た
わ
け
で
、
む
し
ろ
何
故
現
在
ま

で
な
ん
の
動
き
も
無
か
っ
た
の
か

と
疑
問
が
沸
い
て
き
ま
す
。

日
本
の
プ
ロ
野
球
は
球
団
親

会
社
の
事
業
的
色
合
い
が
つ
よ

く
、
競
争
相
手
と
な
る
存
在
も

無
か
っ
た
為
、
し
っ
か
り
と
し
た

経
営
感
覚
や
危
機
感
と
い
う
も

の
が
あ
ま
り
に
も
不
足
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
連

の
騒
動
に
お
け
る
関
係
者
の
言

動
は
、
明
ら
か
に
フ
ァ
ン
の
事
を

無
視
し
て
い
て
、
そ
れ
自
体
が
経

営
感
覚
の
欠
落
と
い
え
る
し
、
時

代
感
覚
が
ズ
レ
て
る
と
し
か
思
え

ま
せ
ん
。

帯
広
の
街
づ
く
り
や
商
店
街

活
性
化
に
於
い
て
も
、
我
々
一

般
市
民
や
関
係
者
、
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
に
良
い
意
味
で
危
機
感

を
持
ち
、
社
会
状
況
や
顧
客
・

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
街
づ

く
り
を
、
常
に
し
っ
か
り
と
考
え

る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
通
信

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
商
店
街
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

Vol.４１

ようこそ帯広へ！いらっしゃい！
私たちはＷＲＣラリー・ジャパン２００４を

応援しています。

駅前東商店街ガイドマップ作成！
日本語と英語のダブル表示で、海外観光客にも最適

帯広駅前商店会では、今年度ラリー
・ジャパン２００４の開催に合わせ、海外
からのお客様にも対応できる、日本語・
英語のダブル表示のガイドマップを１
０，０００部作成し、市内のホテルや商
店街の各店で配付しています。

英語の翻訳には帯広市交際交流課
にボランティアでお手伝い頂きました。

商店街２４店をカラー写真付きで紹
介しており、また交通アクセスも掲載さ
れているなどとても良くできたガイドマッ
プになっています。

一度ぜひご覧下さい。
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№４５クイズで当てましょう！
地球温暖化防止のため、帯広【問題】

市環境保全推進会議で毎月第１金曜日に実施し
ている事業の名称は何でしょう？

１．ノーガード
２．ノーマネー
３．ノーカーデー

正解者の中から抽選で２名の方に、日専連おびひろ
の商品券1000円分をプレゼントいたします。当選者は次
号で発表いたします。
◆応募方法◆ ＜締切：９月１５日必着＞
クイズの解答、住所・氏名・年齢・電話番号を記入の

上、下記までハガキまたはFAXでお願いします。
〒080-0012 帯広市西２条南９丁目坂本ビル５Ｆ

市振連内 いらっしゃい編集局 FAX:２３－６５６０
正解は①の第５０回でした。正解当選者は石森裕子さ
ん、氏家初枝さんでした。

昭和３０年代「帯広昭和あの街この店」
西２条南１０丁目かじのビル１階に昭和３０年代を思

わせるモデルルームがオープンしました。６畳ほどの
部屋には昔懐かしい掛け時計やテレビ、茶箪笥、雑
誌、レコードなど雑貨が展示されています。

また、昔の写真や自転車、看板、映画俳優の顔
写真などもあり、昭和３０年当時の様子をそっくり再
現されています。
一度ぜひ見学に「いらっしゃい！」

おびひろ商人（あきんど）塾募集！

小売商業経営の実践的・創造的な学習・研修の
場とし、そこに参加する人々との交流を通じて多様
な知恵や情報を集約する機会を作ることを目的と
しています。
１．おびひろ商人塾（講座）の開催
開業に向けての講座を７回開催します。
２．起業者支援事業（研修店舗）
帯広市中心街で独立開業を目指している方で
「おびひろ商人塾」を受講した人は、かじのビル
１階で研修店舗を開設できます。
３．開業支援モデル事業（独立開業）
中心部市街地の空店舗で独立開業を目指す商
業者に対し、開業経費の一部を支援します。
補助率：賃貸料・内装工事費費用の１／２以内
で、上限６０万円以内。
応募資格：「おびひろ商人塾」の受講を終了して
いる人、又は商店街区域の空店舗で、商店街
が認め、推薦を受けている人。

詳しい募集要項については、帯広商工会議所
担当：八つ井迄 （２５－７１２１）

映画に行こう！

〈ＣＩＮＥとかち８月上映作品〉

『幸せになるためのイタリア語講座』
◆ CINEとかちプリンス劇場会 場：
◆ ８／２７（金）～２９（日）上映日：
◆ １０：３０～１２：５０～１５：１０～時 間：

１７：３０～２０：００～
◆料金:前売り一般１４００円

（当日一般１７００円、学生1０００円）
･････････････････････････････････････････

〈ＣＩＮＥとかち９月上映作品〉

『バーバー吉野』
床屋「バーバー吉野」のおばちゃん（もたいまさこ）
が刈る、“吉野ガリ”が小さな田舎町の男の子のシ
ンボル。奇妙な髪型を、誰ひとり疑問に思っていな
かった小さなこの町に、東京から転校生がやって
来たことで事態は一変するのだった…。
荻上直子監督が、子供たちの視点から、田舎と都
会、大人と子供、男子と女子といった、一見、些細
な、しかし、誰もが体験するテーマを、素朴なコメデ
ィ・タッチで描いた作品。
･････････････････････････････････････････

〈ＣＩＮＥとかち１０月上映作品〉

『誰も知らない』
主演の少年、柳楽優弥君がカンヌ映画祭最優秀
男優賞を受賞した話題の作品が帯広で見られま
す！
都内の2DKのアパートで大好きな母親と幸せに暮
らす4人の兄妹。しかし彼らの父親はみな別々で、
学校にも通った事がなく、3人の妹弟の存在は大家
にも知らされていなかった。ある日、母親はわずか
な現金と短いメモを残し、兄に妹弟の世話を託して
家を出る。この日から、誰にも知られることのない4
人の子供たちだけの"漂流生活"が始まる。
･････････････････････････････････････････
詳細はＣＩＮＥとかちホームページで・・・・

http://www.h6.dion.ne.jp/~cine.tkc/


